
 
 

インド横断、自転車紀行 

－Asian Highway1・パキスタン国境からカルカッタ迄、2069km－ 
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それは 1973 年、高校 1 年生のときのことだった。大阪-広島間を一晩で自転車走行。岡山駅のベンチ

で横になって夜を明かした。その後、サイクリングは中年でも出来ると言いきかせ、若いうちはハード

なスポーツをやり自転車は封印していた。社会人になりフルマラソンやトライアスロン等の大会参加を

経て、公道を一人で自転車に乗ったのは 1992 年の中国大連駐在の時であった。その後、日本やアジアを

1週間程度の休暇で 1000 ㎞走行。中国で買った亜細亜地図に走破コースを赤で塗って来た。2014 年には

西はシルクロードを通ってウズベキスタン迄繋がる。（38 度線臨津江-大連、カザフスタンの一部を除く）。 

 1986 年の台湾留学時に目にした教科書「中華民国地理」で雲南省は太平洋とインド洋を繋ぐ陸橋と書

かれていた。援蒋ルート（第二次世界大戦末期、蒋介石政権に対してアメリカが援助をした雲南省とイ

ンド北東部を繋ぐルートのこと）もいつか走行してみたいと思っていた。 

 既に中国国内はミャンマー国境まで、そしてミャンマー国内はラショウ（外国人入境可能な中国国境

に一番近い都市）～バガン（世界遺産）間、その他を走破している。バングラデッシュ国境周辺は当分

入境できない。相対的に安定している地域を優先、ということでインドに目が向いた。 

  

インド亜大陸、西は中東、東は東南アジアを繋ぐ。西岸はアラビア海、東岸はベンガル湾に臨む。ア

ラビア海に注ぐインダス川の上流であるパキスタン国境からガンジス川が注ぐベンガル湾近くのコルカ

タまで走った。2012-2015 年の期間に 3回訪印、通算 14 日間でのことである。 

 中央アジアからガンジス流域、西北から東南へ、紀元前の印欧語族アーリア人の侵入から、16 世紀の

イスラム王朝ムガル帝国成立迄、民族と文化が移動した。英領時代には Great Trunk Road（大幹線）と

して整備され、広義ではアフガニスタンのカブールからバングラディシュのチッタゴンまで、狭義では

パキスタンのペシャワールからコルカタ結ぶ。現在は AH1（Asian Highway1 東京-トルコ 2 万㎞）の一

部になっている。 

 今回はその中のインド国内区間であるパキスタン国境～デリ－間 NH1（National Highway1、国道 1 号

線）とデリ－～コルカタ間 NH2（National Highway2、国道 2号線）を走破した。 

冬の乾季にはコースに沿って北西風が吹く。 舗装良好でパンクゼロ。インド行政区は 29 州７連邦直轄

領。その内、6州 1連邦直轄領（デリー首都圏）をインドの風に乗って走り抜けた。概略、以下参照。 

１）パンジャーブ州（2日間）／5つの川―インダス水系（インド側は１本）。パンジャービー語 

インド一の穀倉地帯で屈指の GTP。体格良く欧州人に近い。タイガージェットシンやミルカ（陸上 400 

ｍ、世界記録）、マクドナルド３店舗が NH1 に並ぶ。女子学生の赤の制服もリッチ。 

    

インド-パキスタン国境   インド側検問所前          自転車組立手伝ってくれた人達 



 
 

    

シーク教総本山ゴールデンテンプル門前町アムリトサル 人気はナマズ  赤の制服はエレガント 

    

ガネーシャ 象の頭に４本の腕   Taste satisfaction McVeggie Burger set 175 

歓喜天 事業開始、商業/学問の神  GDP 高さに比例、マクドナルド３店舗並ぶ  

 

２）ハリヤーナー州（2日間）／ヤンムー川沿いの南南東。冬は寒く皆マントとショール、牛までジャケ

ット？着用。40cm ほどあるインドトサカゲリが道路沿いを闊歩している。炊出しご馳走になる。 

３）デリー首都圏（2日間）－SUBWAY／KFC／メトロ駅 Coffee shop などコーヒ shop が立ち並ぶ。 

 

    
 インドトサカゲリ    ニューデリー駅      発泡スチロール食器で炊出しご馳走になる 

 

・ウッタル・プラデーシュ州（5日間）／人口 1位 2億人。ヤンムー川とガンジス川の合流エリア湿地帯

で野鳥が沢山いる。宗教による不殺生伝統で野鳥とヒトとの距離が世界一近い。究極の環境循環型社

会である。牛糞麦藁屑こねて固形燃料として使用。麦畑では藁集め時に飛出す昆虫を鷺が捕食し農婦

を包囲。 

    

イスラム王朝ムガール帝国古都アグラ近郊はまだヒトコブラクダ。中東乾燥ムードが漂う 

 

 



 
 

    

ヤンムー川を渡るとガンジス川流域湿地帯は野鳥の天国。鶴、コウノトリ、トキ、牛背鷺（アマサギ） 

 

    

インドトキコウの木    高架から覗くとパノラマ 牛糞ケーキ不殺生の国。釣りは見かけず、網漁 

 

    

7 世紀玄奘「大唐西域記」毎日数百人が自ら溺れ死に天界へ ヤンムー/ガンジス合流地点アラマバード 

    

麦藁採集 デリー空港、濃霧でフライト大幅遅延も中国と違い騒ぐ人皆無 日没プージャー礼拝 施し 

 

     

バラナシ 沐浴ガート 開かずの踏切開通後   

 

・ビハール州（2日間）／人口３位 1億人。GDP インド最下位の一つ。集団カンニング事件など起こって 

いるが、そこで出会った人たちは貧しくても旅行者にフレンドリーな人たちだった。 



 
 

    

・ジャールカーンド州（1日間）／インド石炭産出など鉱物資源豊富な州でビハール州から分離。丘陵地 

帯でガンジス川は北を迂回し山間コース。路上石炭小分販売業者が点在。川を堰き止めた湖畔ではス 

キハシコウとクロトキの歓迎を受けた。 

 

    

・ウエストベンガル州（2日間）／人口 4位 0.9 億人。文字が変わりベンガル語の看板が印象的だった。

空気感がドライからウエットに変わり東南アジアのゲートウエー。東京 vs 大阪／北京 vs 上海／デリー

vs コルカタ。ドライな政治の首都からウエットな商売の街。レストランも HOTEL の看板。ベンガルには

焼きそば（炒麺 chaomian-チョウメン）以外にも中華料理店が増える。乾燥した中東世界から東南アジ

ア湿潤モンスーンエリア、お堅い役人仕事からフレキシブルな（まいど・なんぼの）アジア的雰囲気に

近づく。主食もナン（小麦）から米、魚食の比率もＵＰ。元旦ランチは、‘You are my guest’で無料。

最後のコルカタは暑かった。 

    

平坦で景色も単調なコース。3食カレーとチャイばかりで必須のコーヒーもない。中国とインドは一度訪

問すると再訪するか二度と行かないか分かれると言われる。懲りずに 3 回同じことを繰り返している私

は前者か？ 一服するためにチャイ屋に入ると人懐っこく迎えてくれる笑顔。ヒトと家畜と野鳥が一緒

に暮らす究極環境循環社会。冬の寒さに牛に防寒布を被せる配慮は微笑ましい。社会主義で原則平等社

会の中国では現状打破の競争に汲々とする人が多い印象を受ける。民主主義・カースト制度のインドで

は物売り/運転手/物乞いも表情が豊かで、明るくしつこくなくあっさりしている。自分の世界で生きる

ことを割り切って楽しんでいる印象も受けた。一人っ子政策緩和後も家計優先して少子化傾向が続く中

国、インドでは何処の街頭でも溢れるばかりの子供や若者。日本に帰っても在日インド人の自主映画会

や葛西や横浜のホーリー（色かけ祭り）、或いはディワリ祭に参加して雰囲気を楽しんでいる。次回は治

安状況が好転していれば、年末、コルカタからダッカ、チッタゴンと、より東南アジアに近づきたい。 


